
東
京
の
介
護
報
酬
の
地
域
係
数
を
是
正
し
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る 

 

介
護
保
険
が
始
ま
り
十
年
が
経
ち
ま
し
た
。
そ
の
間
に
、
介
護
報
酬
は
２
度
の
引
き
下
げ
改
定
で
し
た
。
よ
う
や
く
昨
年

３
％
の
改
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
今
ま
で
の
引
き
下
げ
分
を
補
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
介
護

保
険
制
度
開
始
と
と
も
に
導
入
さ
れ
た
介
護
報
酬
の
地
域
係
数
は
、
地
方
と
東
京
の
物
価
や
賃
金
水
準
の
地
域
差
を
反
映
し

て
い
ま
せ
ん
。
あ
ま
り
に
も
実
態
と
か
け
離
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
地
方
と
東
京
が
混
在
し
て
い
る
地
域
区
分
も
そ
れ
ぞ
れ

の
市
町
村
の
物
価
や
賃
金
水
準
に
大
き
な
格
差
が
あ
り
、
妥
当
性
を
欠
い
て
い
ま
す
。
根
本
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
地
域
係
数
に
人
件
費
率
を
乗
ず
る
と
い
う
考
え
方
は
、
人
件
費
だ
け
に
地
域
差
が
あ
る
と
い
う
誤
っ
た
解
釈
で
あ
り

廃
止
す
べ
き
で
す
。 

東
京
で
介
護
事
業
を
展
開
す
る
私
た
ち
は
、
介
護
事
業
を
持
続
し
、
利
用
者
と
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
介
護
保
険
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
全
国
平
均
と
比
較
し
て
東
京

都
内
に
は
高
齢
者
人
口
に
対
す
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
が
少
な
く
、
特
に
小
規
模
多
機
能
事
業
所
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
は
空
洞
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
も
現
行
の
介
護
保
険
の
地
域
係
数
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

今
後
、
こ
れ
ら
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
利
用
者
が
増
え
る
こ
と
を
危
惧
す
る
と
と
も
に
、
介
護
事
業

に
従
事
す
る
職
員
た
ち
の
生
活
を
守
る
こ
と
の
で
き
る
賃
金
を
確
保
す
る
た
め
に
、
東
京
の
地
域
係
数
と
地
域
区
分
の
見
直

し
な
ら
び
に
地
域
係
数
に
人
件
費
率
を
乗
ず
る
こ
と
の
廃
止
を
要
求
し
ま
す
。 

 

こ
こ
に
署
名
を
添
え
て
提
出
致
し
ま
す
。 

 

二
〇
一
〇
年
五
月 

 
 
 

 

衆
議
院
議
長 

殿 

参
議
院
議
長 

殿 

           
 

氏 
 

名 

          

住 
 

所 
 

（
都
道
府
県
名
か
ら
、
同
上
、
〃
、
等
省
略
は
不
可
）

 

東
京
都
介
護
保
険
事
業
者
団
体
連
絡
会 

〒
一
六
〇-

〇
〇
二
二
新
宿
区
新
宿
三-
三
二-
一
〇
松
井
ビ
ル
５
８
号
室 

（
会
員
団
体
）
○
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会
高
齢
者
施
設
福
祉
部
会
・
セ
ン
タ
ー
部
会
・
東
京
都
介
護
保
険
居
宅
事
業
者
連
絡
会 

○
東
京
都
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
連
絡
協
議
会
○
東
京
都
介
護
支
援
専
門
員
研
究
協
議
会
○
東
京
都
病
院
協
会 

○
東
京
都
老
人
保
健
施
設
連
絡
協
議
会
老
人
保
健
施
設
部
会
○
東
京
都
療
養
型
病
院
研
究
会
○
東
京
精
神
科
病
院
協
会 

 
 




